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概要 

話者交替の際，次話者が自らの発話を計画するタイ
ミングについて，話し出す直前であるとする後期仮説
と，現話者が話している途中であっても，計画するた
めに十分な情報が手に入った時点で計画し始めるとす
る早期仮説の二つが提案されている。早期仮説では，
次話者にとって現話者の発話の聴取理解と，自らの発
話計画による二重課題状況が頻繁に発生する。現在で
は早期仮説を支持する知見が蓄積されつつあるものの，
それらの先行研究では若年成人を対象に，特定の言語
構造に依存した操作を用いて仮説が検討されている。
本研究では，若年成人と高齢者を対象に，発話に含ま
れる情報の十分性を実験的に操作することで，次話者
が自らの発話を計画するタイミングについて検討した。 
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1. 問題と目的 

会話では，話し手と聞き手が入れ替わる話者交替が

行われる（Sacks et al., 1974[1]）。話者交替時の発話の間

隔は，日本語を含む多くの言語で平均して 0～200ms

程度（Stivers et al., 2009[2]）と非常に短い。しかし，そ

の一方で人間は単純な文の生成であっても 1500 ms程

度かかることが報告されており，実際の話者交替の間

隔と矛盾が生じている（Holler et al., 2016[3]）。この矛

盾を解消するためには，会話中，次話者は現話者の発

話を聞きながら，自分の発話内容を計画する必要があ

る（Levinson & Torreira, 2015[4]）。この発話計画が行わ

れるタイミングについて，Sjerps ＆ Meyer（2015）[5]

は話し出す直前であると主張している（後期仮説）の

に対し，Levinson & Torreira（2015）[4]は，さらにその

前，発話を計画するために十分な情報が得られた時点

で計画がなされると主張している（早期仮説）。現在で

は早期仮説を支持する知見（Barthel & Sauppe, 2019[6]; 

Barthel et al., 2016[7]）が蓄積されてきているものの，そ

れらの先行研究は欧米言語を対象に，言語特異的な文

法構造を操作した課題を用いて仮説が検証されている。

そこで本研究では，言語構造に依らずに，発話を計画

するために必要な情報の十分性を実験的に操作するこ

とで，日本語会話中において次話者が発話を計画する

タイミングについて検討する。 

また，本研究では，認知的加齢が会話中の発話計画

のタイミングに与える影響についても検討する。特に

早期仮説の下では，次話者は十分な情報が手[に入れば，

現話者の発話の途中でも自らの発話を計画するため，

聴取理解と発話計画による二重課題状況が高頻度で発

生すると考えられる。会話中の聴取理解と発話計画に

よる二重課題は，それを遂行する主体にとってより多

くの注意を要求し（Boiteau et al., 2014[8]; Sjerps & Meyer, 

2015[5]），処理負荷を高める（Barthel & Sauppe, 2019[6]）。

これまで，このような二重課題を伴う早期仮説は，大

学生を対象とした先行研究によって支持されてきた。

一方で，一般的に高齢者は二重課題が困難である

（Kramer & Madden, 2008[9]）と同時に，認知資源の節

約に積極的である（Hess，2014[10]）。そのため，高齢

者は十分な情報が手に入っても，二重課題状況を避け

るため，発話の直前までその内容を計画せず，後期仮

説が支持される可能性がある。 

これらより，本研究では，瞳孔径変化量（Barthel & 

Sauppe, 2019[6]）を処理負荷の指標として，十分な情報

が得られた時点で発話が計画されるか，十分な情報が

得られなかった場合との処理負荷の差から検討し，年

齢群間で比較する。 

実験には，参加者が同性のサクラとペアを組んで参

加する。課題では，画像がサクラには 3 枚，参加者に

は 3 枚または 4 枚呈示されること，参加者はサクラと

話しあい，「自分には呈示されているが，サクラに呈示

されていないターゲット画像」を特定し，サクラに伝

えることが求められた。課題では，サクラが先に自分

に呈示された画像を命名し（「私に表示されている画像

は，ネクタイ，ウサギ，レモンです」），それを聞いた

参加者には，サクラが命名しなかった画像を伝える

（「こちらにはロウソクが表示されています」）ことが
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求められた。情報十分性は参加者に呈示される画像の

枚数によって操作された。3 枚の画像が呈示される情

報十分条件では，参加者はサクラが画像を 2 枚目まで

命名した時点で，ターゲット画像を判断することがで

きる。これに対し，4 枚の画像が呈示される情報不十

分条件では，参加者はサクラが 3 枚の画像を全て命名

するまで，ターゲット画像を判断できない。早期仮説

に従うと，情報十分条件では，参加者はサクラによる

命名が 2 枚目まで完了した後，3 枚目の命名を聞きな

がら自らの発話を計画し，聴取理解と発話計画による

二重課題状況が発生する。一方，情報不十分条件では，

3枚目が命名されるまで発話を計画できないため，3枚

目が命名されている間に二重課題状況は発生しない。

そのため，早期仮説の下では，情報十分条件では情報

不十分条件と比較して，3 枚目が命名されている間の

処理負荷が高くなると考えられる。同様に，後期仮説

に従うと，情報十分条件と情報不十分条件のいずれに

おいても，3 枚目が命名されている間の二重課題状況

は発生しないことから，両条件間で，3 枚目が命名さ

れている間の処理負荷に差はないと考えられる。 

以上より，本研究では次の仮説を設定した。次の通

りである。サクラによって 3 枚目の画像が命名されて

いる間，少なくとも若年成人では情報不十分条件より

も，情報十分条件において処理負荷が大きくなり，早

期仮説が支持される。高齢者では情報十分条件と不十

分条件とで処理負荷に差は見られず，後期仮説が支持

される可能性がある。 

2. 方法 

 二要因混合計画であり，参加者間要因として年齢群

（2水準：若年成人，高齢者），参加者内要因として情

報十分性（2 水準：情報十分，情報不十分）を設定し

た。 

参加者 

実験には若年成人（平均年齢 20.07±1.51（標準誤差）

才）と高齢者（平均年齢 75.77±4.59 才）が各 30 名ず

つ（男女同数）参加した。なお，高齢者は年齢 65歳以

上，Mini-Mental State Examination（Folstein et al., 1975[11]）

得点が 27以上であることを基準に，筑波大学「みんな

の使いやすさラボ」データベース登録者から参加者を

募集した。 

刺激 

命名にかかる処理負荷を統制するため，課題で呈示

する画像は日本人向け標準画像刺激（Nishimoto et al., 

2012[12]）より，時間的制約の下でなされた命名が 95%

以上一致した画像 147枚を抽出し，さらに同音異義語，

同じ命名がなされている画像については，その内一致

率が低いもの 1 枚を削除した上で，最終的に 142 枚を

用いた。画像は 300×300ピクセルの大きさで 250ピク

セルの間隔をあけて呈示された。 

また，音声刺激の統制を目的として，サクラが画像

を読み上げる音声は全てサクラ本人により事前に録音

した上で，会話の中でサクラ自身がキー押しにより再

生することで参加者に呈示した。 

課題 

 参加者にはモニターに注視点（1s）が呈示された後，

情報十分条件では画像が 3 枚，情報不十分条件では画

像が 4枚呈示された（図 1）。画像が呈示された後，サ

クラは「始めます」と言い，参加者はそれに返答する

こと，参加者が返答した後に，サクラは自分に呈示さ

れた画像を命名することが教示された。さらに，参加

者はサクラによる命名を聴いてから，ターゲット刺激

が何かサクラに伝えること，サクラはターゲット画像

を確認した後に返事をしてからキー押しにより試行を

終了し，その後に呈示された画像からターゲット画像

を選択すること，サクラが選択した画像は参加者も確

認できることが教示された。ただし，実際にはサクラ

による試行開始の合図，命名は録音音声が用いられ，

前者は実験プログラムにより自動で再生され，後者は

サクラのキー押しにより再生された。参加者は別々の

防音室に入り，ヘッドセットを使って通話をしながら

課題を行った。 

装置と手続き 

サクラ 

十分情報条件 不十分情報条件 

参加者 

図 1 課題中画面 画像は日本人向け標準画像刺激

Nishimoto et al.（2012）。 
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 防音室の中にモニター（1920×1080ピクセル，27イ

ンチ）が設置され，モニターの下部には Tobii Pro Fusion

が取り付けられた。 

 参加者とサクラは実験に関する説明を受け，同意書

に署名後，年齢，性別，相手と知り合いかどうか尋ね

る質問紙への回答を求められた。次に，アイスブレイ

キング課題として，チーム名を相談して決定した後，

上記の課題を行った。課題は全 4 ブロック行われ，若

年成人参加者では 1ブロック辺り 38試行，高齢参加者

では 1ブロック辺り 20試行行われた。各ブロック開始

時に Tobii Pro Fusionのキャリブレーションが行われた。

全試行終了後，課題中の会話に関する主観評価と，課

題中で録音音声が用いられていたことに気付いたか尋

ねる質問紙に回答した。実験に要した時間は約 1 時間

であった。 

3. 結果 

 課題終了後の質問紙において，録音音声が使用され

ていたことに気づいたと回答した参加者 5 名（全て若

年成人）のデータを以降の分析から除外した。分析の

対象となった若年成人 25 名の平均年齢は，20.16±

1.46才であった。 

瞳孔径 

図2に3枚目の画像が命名され始めてから1秒間の，

参加者の瞳孔径変化量を示した。瞳孔径変化量は，各

時点での瞳孔径から，3 枚目の画像が命名され始める

前 0.5秒間の瞳孔径の平均値を引いて求めた。 

 3 枚目の画像が命名され始めた後 1 秒間の瞳孔径変

化量の平均値を従属変数，年齢群，情報十分性とそれ

らの交互作用を固定効果として，参加者をランダム切

片に，情報十分性を参加者毎のランダム傾きに投入し

た一般化線形混合モデルによる分析を行った。分布は

正規分布を指定した。年齢群と情報十分性の交互作用

が有意（estimate = -0.02, SE = 0.01, t = -2.34, 

CI[-0.05, 0.00]）であった。この交互作用は若年成人で

は情報不十分条件よりも情報十分条件において瞳孔径

変化量が大きいこと，高齢者では条件間で瞳孔径変化

量に差がないことを示すと考えられる。年齢群

（estimate = 0.00, SE = 0.01, t = -0.21, CI[-0.02, 

0.01]）と情報十分性（estimate = 0.01, SE = 0.01, t = 

1.48, CI[0.00, 0.02]）の主効果は有意でなかった。 

 加えて，3 枚目の画像が命名され始めた後 1 秒間の

瞳孔径変化量の最大値を従属変数として，平均値と同

様の分析を行った。その結果，年齢群（estimate = -0.04, 

SE = 0.01, t = -3.16, CI[-0.07, -0.02]），情報十分性の主

効果（estimate = 0.01, SE = 0.01, t = 2.09, CI[0.00, 

0.03]）が有意であり，若年成人は高齢者よりも，また，

情報十分条件は情報不十分条件よりも瞳孔径変化量の

最大値が高かった。また，年齢群と情報十分性の交互

作用（estimate = -0.04, SE = 0.01, t = -3.08, CI[-0.07, 

-0.01]）が有意であった。この交互作用は若年成人では

情報不十分条件よりも情報十分条件において瞳孔径変

化量の最大値が大きいこと，高齢者では瞳孔径変化量

の最大値に条件間差がないことを示すと考えられる。 

視線位置 

 若年成人と高齢者のそれぞれについて，3 枚目の画

像が命名され始めてから 1 秒間の視線位置を表すヒー

トマップを作成した（図 3）。図 3より，情報十分条件

では，若年成人と高齢者の両方において，サクラによ

って 3 枚目が命名されている間，ターゲット画像に視

図 2 各時点の瞳孔径変化量 サクラによって 3枚目の命名が開始された時点を 0sとする。 
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線が向いていることが示された。 

4. 考察 

 若年成人ではサクラによって 3 枚目の画像が命名さ

れている間の処理負荷が，情報不十分条件と比較して

情報十分条件で高いことが明らかになり，早期仮説が

支持された。これは先行研究を支持する結果であり，

日本語会話においても若年成人は，自らの発話を計画

するために十分な情報が手に入れば，相手の発話の途

中であっても自らの発話を計画し始めると考えられる 

一方で，高齢者では 3 枚目の画像が命名されている

間の処理負荷について，条件間で差がないことが明ら

かになった。これは後期仮説を支持する結果であり，

高齢者は，自らの発話を計画するために十分な情報が

手に入っても，自らの発話を計画し始めないと考えら

れる。これは，聴取理解と発話計画の二重課題状況を

避け，認知資源を節約するための選択と考えられる。

ただし，3 枚目が命名されている間，両年齢で視線は

ターゲット画像に向いていることから，高齢者におい

ても，ターゲット画像の認識自体は行われており，発

話の間を短くすることに寄与していると考えられる。 

 本研究では，若年成人と高齢者とで，会話中に発生

する二重課題状況への対応が異なる可能性が示された。

ただし，本研究における会話は単純かつ，課題指向的

なものであったため，今後はより複雑な会話において

も，同様の対応の違いが見られるか確かめる必要があ

る。複雑な会話中では，本研究ではあまり見られなか

ったが，発話計画にかかる負荷が低いフィラー

（Knudsen et al., 2020）の出現等に注目する必要がある

と考えられる。 
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若年成人 高齢者 

図 3 視線位置のヒートマップ 3 枚目の画像が命名され始めてから 1 秒間の視線位置を表すヒートマ
ップを，各年齢群について左上より，ターゲット画像が画面左，画面中央，画面右に呈示された場合に
分けて示した。ヒートマップ中の四角は，ターゲット画像が呈示されていた位置を示す。 
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